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[序論]

　砂泥性 潮間帯 に造穴 して生息す るカニ類 は、waving　 display(鉗 脚 を中心 と した全身 の リズ ミカ

ルな運動)を 行 うことが知 られて いる。Wavingは 特定 の相手 に向 けて行 われ るdirectional　 waving

と特定 の相手 には向 け られて いないnon-directional　 wavingに 分 類す る ことができる。　Directional

wavingの 機 能 につ いては、 スナガニ科の シオマネキ属 において多 くの研究例が あり、雌 に対 す る求

愛や他個体 に対 す る威嚇 の機能 を もっ とされて いる。 一方、non-directional　 wavingの 機 能 を明 ら

かにす るよ うな研究 はな く、non-directional　 wavingが 雌 獲 得 の過程 で機能 して い るかは不 明で あ

る。

　 コメッキガニ科 に属す る コメッキガニ6如 ρ加 θ燗40加3ヨ とチ ゴガニ 伽1ρ 曲xρ αα陥 は砂 泥性

潮間帯 に生息す る小型の カニであ り、繁殖期 にwavingを 行 うことが知 られて いる。 コメッキガニの

wavingは 特 定 の個体 には向 け られて はいない。一方 、 チゴガニの雄 は雌 が近づ くと、 その雌 に向け

てwavingを 行 い雌を巣穴 に招 くが、周囲 に雌 が存在 しない場 合 にもか な り頻繁 にwavingを 行 う。

本研究 では、 コメツキガニ とチ ゴガ ニにおけるnon-directional　 wavingが 、 実際 に雌獲得 に機能 し

ているのか明 らか にす ることを 目的 とした。



[第1章]

　 コメッキガニは、繁殖期 にwavingを 行 うが、 っがい形成時 にwavingが 直接 用 い られ るわ けでは

ない。本種の雄 は雌 に走 り寄 り、雌 をっかんで巣穴 に運 び込 む ことによ ってっが いを形成す る。本章

で は、 コメ ッキガニのnon-directional　 wavingが 雌 獲 得上 の機能 を有 す るか明 らか にす ることを目

的 とした。雄 のwaving頻 度 は体 サイズ と相 関 してお り、っが い形成 に成功 した雄 は近隣個体 より、

よ くwavingを 行 っていた雄で あ った。雌 の放逐 を行 い、　waving雄 に対 す る雌 の反応 をみた ところ、

雌がwavingに 対 して接近す る反応 を示 した場合、全 てが雄 の捕獲i行動 に対 して抵抗す ることな く、

っがい形成 に至 ったが、逃避す る反応 を示 した雌 のほとんどは雄 の捕獲行動 に対 して抵抗 を示 した。

さ らに、 接 近雌 は逃避雌 に比 べ、 卵巣 が よ く発達 して いた。 これ らの結 果か ら、 コメ ッキ ガニの

non-directional　 wavingは 卵 巣 の発達 した雌 の接 近 を誘発 す るこ とで、 雌獲得 に寄 与 して い ると言

え る。

[第2章]

　 チ ゴガニの雄 は雌 が接近 す ると、 その雌 に向 けてdirectional　 wavingを 行 い、 巣穴 に誘 い込 む こ

とでっがいを形成 す る。 しか し、雄 は特定 の相手 がいない状態で も頻繁 にwaving(non-directional

waving)を 行 う。 本章で は、 チゴガニのnon-directional　 wavingが 雌 雄 どち らの存在下 で より活発

になるか明 らか にす るため、近 隣個体 を操作 す る実験 を行 った。 その結果、実験雄のwaving頻 度 は

近隣個体 が雌 の場合 よ りも雄 の場合 において高 か った。 また、実験雄 のwaving頻 度 は、近 隣雄 の個

体数 と正の相関 を示 した。 これ らの結果 より、 チ ゴガニのnon-directional　 wavingは 雄 間競争 によっ

て増長 され ると言え る。

[第3章]

　 チゴガニのwavingが 雄 間競争 に基づ いて行われ、 それが雌獲得 に機能 してい るのであれば、 その

機構 と しては・wavingが 威 嚇 として機能 し、他の雄 を寄せ付 けない ことで雌の獲得 を有利 に して い

ることと、wavingの 集 団効果 によ り雌 の接近 を得て いることが考 え られ る。本章で は、後者 に注 目

し、雌 が、waving雄 の多 く存在 す る集団 を好 むか明 らか にす るため、雄 の うちでwavingを す る個

体 の数 を操作す る実験 を行 った。結果、雌 はwaving雄 の 多 い集団 を選択 した。 これ によ り、 チゴガ

ニのnon-directional　 wavingは 、 集 団でwavingす る こ とで遠 くの雌 を誘 引す る機i能を持 っ と言え

る。

[総合考察コ

　 コメッキガニ とチ ゴガニのnon-directional　 wavingの 機 能 に関す る本研究 の成果 とこれ まで に知



られてい る シオマ ネキ属 にお けるwavingの 研 究 に基 づ き、　non-directional　 wavingの 雌 獲得上 の

機能を三っ に類別 した。一 っは、 コメッキガニに見 られたよ うに、non-directional　 wavingを 行 い、

wavingに 対 す る雌 の反応 によって雌 を探索す るもので ある。二っ 目は、チ ゴガニに見 られたように、

雄間競争 を通 して集団 でnon-directional　 wavingを 行 うことに より、遠 くの雌 を誘 引す る もの、 そ

して三っ 目は、集団でwavingす る ことはな く、個々のwavingで 遠 くの雌を誘 引す るものであ る。



　　　　　　　　　　論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

　　 干潟 に生息す るカニ類が示す はさみ脚 を使 った全 身の運動waving　 displayは 、 求愛 と牽制の2っ

　の機能 があ るとされてきたが、 その検証研究 は極 めて少 ない。 なかで も、特定 の相手 に向 けて行われ

　 るwavingは 、　wavingに 対 す る相手個体 の反応 がみ られ るので、 その機能 はわか りやすいが、特定

　の相 手 には向 け られ ないwaving(non-directional　 waving)に っ いて は、有効 な信号 と して機能 し

　てい るのか は不明瞭 であ り、 これまで その社会的機能 を明 らか に しよ うとした研究 はなか った。本論

　文 は、 コメ ッキガニ科 の カニで、配偶様 式が全 く異 な る2っ の種、 コメ ッキ ガニとチ ゴガニのnon-

　directional　 wavingが も ってい る求愛上 の機能 を、 綿密 な野 外実験 を通 して明 らか に した ものであ

　 る。

　　 第1章 では、directional　 wavingが な く、non-directional　 wavingだ け示す コメッキガニ につい

　て、 そのwavingが 、 っがい形成上有効 に機能す る ことを明 らか に して いる。　Wavingの 頻 度が高い

　雄 個体 ほど、 つがい形成成功率 が高 い とい う間接 的証拠 に加え、雄 のwavingが 、 放浪 して いる雌の

　 うち、卵巣 の発達 して いる個体 に対 して は雄へ の接近、卵巣 の発達 して いない個体 に対 して は雄か ら

　の逃避 とい う違 った反応 を誘起 し、 これによ って雄 は交尾可能 な雌 の獲得 を容易 に して いることが明

　 らかに された。Waving頻 度 とっ がい形成成功率 との相 関性 に関 して は、説得性 がやや低 いものの、

　non-directional　 wavingが 、 交尾可 能 な雌 の接 近を誘発 し、 それがっが い形成 にっ なが る ことを示

　 したの は、 この研究が初 めてで あ り、独創性 の高 い研究成果 と して評価で きる。

　　 第2・3章 は、directional　 wavingとnon-directional　 wavingの 両 方 を具え もっ チ ゴガニにっい

　て、 そのnon-directional　 wavingが 、 っが い形成上 どのよ うな機能 を もって いるか を、野外実 験に

　よ り明 らかに して いる。第2章 で は、non-directional　 wavingが 、 周辺個体 の存在 によって影響 を

　受 けるかを、周辺個体 を雄 のみに した場合 と、雌 のみ に した場合で比較す る操作実験を行 って いる。

　結果 では、 これまで他 の種で発表 されて きた同様 の野外実験結果 とは逆 に、周辺個体が雌のみの場合

　よ り、雄 のみの場合の方 が、wavingは 活 発化 す ることが示 された。 しか も、周辺 の雄個体 のwaving

　数 が多 いほど、 活発 になる こと も示 された。 周辺の雄個体 によ って、wavingが よ り活発化 す るとす

　れば、 それは、wavingが 、 雄同士 の競争 を介 して増長 す ることを示 唆す るが、 そのよ うなwaving

　 の増長 が、雌獲得上有効 な機能 を もっか どうかが、第3章 で検討 されてい る。 それ は、wavingの 増

　長 により、wavingの 集 団効果が雌の接近 を誘起す るとい うもので、 この説明が可能 であ ることを、

　野外の巧妙な操作実験 によ り検討 してい る。 即 ち、wavingす る雄個体 の数 が異 なるが、地 上で活動

　す る雄個体 は同 じとい う2っ の区画 をっ くり、 それ に対す る雌 の接近 をみ たので ある。予想通 り、雌

恒



は、wavingす る雄個体の多い方の区画を選択す る傾向を示 し、　wavingの 集団効果が検証 された。

雌に対する雄のwavingの 集団効果は、多 くの動物で示されてきたが、 それ らはいずれも、　display

集団のサイズが違 う集団間での配偶成功率を比較 したものであり、直接displayす る個体を操作する

ことで集団効果を検証 した研究例は、これまでになく、その点で、高い意義をもっものとして、本研

究は評価される。ただしここで示されたのは、雌の接近に対する集団効果であり、っがい形成率にま

で反映されるかどうかの検討には至 っていない。その点を明確にすることが、今後の研究として望ま

れるところであろう。

総合考察では、 コメッキガニとチゴガニで明らかにされたnon-directional　 wavingの 、雌獲得上

の機能にみられる違いに基づいて、干潟性カニ類が示すnon-directional　 wavingが もっ配偶行動上

の機能を整理 し、その一般化を試みている。今回研究された2種 以外で、同様の研究事例がないため、

他種を含めたnon-directional　 wavingの 機能の類別には、不整合な点を残すものの、自身の研究成

果に基づいた一般化の試論 として評価できる。

　本学位申請論文のうち、第1章 は、甲殻類専門の国際誌に掲載済みであり、第2章 も、同 じ専門誌

に受理済みで、既に2っ の公表論文 として成立 している点 も、学位論文の基準を満たす ものと評価で

きよう。

　以上のことから、学位申請者大畠麻里の提出 した本論文 は、奈良女子大学博士(理 学)の 学位を授

与するに十分な内容 と水準を備えるものと判断される。


